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おめでとう ～ 砥川少年野球クラブ ～ 

 第４４回小城市選手権少年野球大会において、少年野球クラブの子
どもたちが優勝したという報告を受けました。野球クラブに所属して
いる子どもだけではなく、それ以外の子どもたちからもこの情報が届
くなど、誰もが喜んでいたことがうかがえました。 
左の子どもたちに加え、多久の友だちとも一丸となって掴み取った栄
冠は、これからの意欲と自信に繋がったことでしょう。 

今後の更なる活躍と成長を期待しています。 
 砥川少年野球クラブのみなさん、本当におめでとう！！ 

おめでとう ～ 津の里ファミリー川柳 ～ 

 

 

 

 

 

 第２回津の里ファミリー川柳募集において上

記２名の作品が入賞しました。 
 どちらの作品のかけあいも、その様子が思い

浮かぶとともに、両者の心情に共感できるステキな作品だなぁと思いました。そして、『こ
んなおじいちゃんになりたい』『久しぶりに家族をくすぐってみようかなぁ』と思う私でし
た。悠羽さんと桜華さん、本当におめでとう！！ 

盛り上がりました！ ～ たてわりドッジビー大会 ～ 

 11 月 28 日～30 日にかけて、運動委員会主催のドッジビー大会を開
催しました。わくわくが抑えられない子どもたちは、いつも以上に給
食をすばやく済ませ、体育館に集合していました。ゲームが始まって
からは、その熱気が更に高まり、プレーごとに大きな歓声が沸き上が

っていました。体を動かす楽しさ、勝敗を競う楽しさ、仲間と協力す
る楽しさ、集う楽しさを味わった経験は、生涯にわたって自分と運動
との関係を密にする原動力となります。楽しみです。 

「わたしがここに動くから、みんなは…」 ～ 2年生 ボールゲーム ～ 

 「ナイス！」「こっち、こっち」「〇さんがあいている！」「パス！」 

体育館では２年生の元気な声が響き渡っていました。ボールの投げ方や

チームでの攻め方を工夫しながら、勝敗を競い合ったり、得点の喜びを

味わったり、協力する楽しさを味わったり、上手くいかない悔しさを自

分なりに受け入れたり…。息を弾ませながら戻ってくる子どもたちの姿

からは、夢中になって取り組んでいることが伝わってきました。同時に

早川先生の熱意と創意、そして誠意ある授業準備の努力も伝わってきま

した。子どもとともに成長する教師の姿…。美しいものです。 

（ 孫 ） おじいちゃん 一緒にプール ありがとう 

（祖父） いいんだよ 楽しみながら リハビリだ 

最優秀賞 ５年 七田 悠羽 さん 

（ 子 ） くすぐって おこすのやめてよ おとうさん 

（ 父 ） やめられない あさからききたい わらいごえ 

優秀賞 ２年 櫻田 桜華 さん 


